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月例研究発表要目

第51回

第52回

第53回

第54回

昭和46年12月20日

昭和47年2月7日
昭和47年6月19日

昭和47年10月2日

島田太郎氏rメルヴィルの草稿について」

平野信行氏rYiddish　Humorについて」

山川喜久男氏「史的言語学の動向」

磯地明雄氏「“詩”について」

第55回昭和47年11月20日新井皓士氏r閑人倶楽部r月刊評論』創刊号解題」

編集後記

　「言語文化」という語は，朝もやの深くた

ち範めた中に望み見る山影が，その頂上付近

だけやや明確な線を見せている様子に似て，

その意味のすそ野は杏として分明でない。そ

のことはこれを他の，とくにヨー・ッパ系の

言語で言い表わそうと試みる時，この語を用

いる際，この語に托す情調までははじめから

無理としても，その辞書的意味さえ，二三語

を連ねるぐらいでは，完全には伝えがたいの

ではないか，という懸念がいつまでも残るこ

とをみても明らかであろう。ともあれ第一義

的には，r言語と文化」でもなく，「文化とし

ての言語」でもさらになく，「言語としての

文化」一r言語文化」であって，言語を通

してでなければ，いや言語を通じてこそ捉え

られるような文化の側面，という意味であろ

う。さらに言えば，言語を用いる際のその用

いられ方に見いだされる，各人の，あるいは

各文化社会の，世界への独自な関わり方，と

いってよいかもしれない。「はじめに行ない

ありき。」欲求とか情動とか認識などの行為，

すなわち，こころ（意）として捉えたことば

こそがr言語文化」の本質であって，本来フ

ィ・・ジーがその窮極の対象とすべきところ

のものに他ならず，r言語文化』もまたそれ

の追求をその主たる目標としているのではな

かろうか。

　編集の実質的な仕事は，創刊号以来ご協力

いただいている志村俊司氏に，幸いにも，今

回もまたお願いすることができた。ここに厚

く感謝の意を表したい。

　なお今年度は三城満禧氏が東京大学に転出

され，あらたに，猪口弘之氏，井上修一氏が

語研のメンバーに加わられた。

　ところで，次号で『言語文化』は第十号と

なる。新たな開花を待つこの十年間の蓄積と

いう実りの一端を，何らかの，あるまとまっ

た形であらわすことを試みることはできない

ものであろうか。
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